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ヴ ァイ マ ル 共 和 国初 期 の政 治 的 暗 殺(ll)

〈コンズル団〉と政府 ・司法

山 田 義 顕

は じめ に 皿 規約

1成 立IV挑 発

ll組 織(以 上、前稿)

V暗 殺 と行動主義者 たち

1921年8月26日 のエル ツベル ガ・-H9殺 か ら数 日後 、バーデ ン州 のオ ッフ ェンブル ク検察 庁

は、ハ イ ン リヒ ・シュル ツ とハイ ン リヒ ・テ ィ レッセ ンを実行犯 と して特 定 した。 バーデ ン

州 警察 は逃 走中の2人 を追跡 して ミュン ヒェ ンに入 った が、2人 を捕 捉す るこ とはで きなか

っ た。 それ で も、捜 査班 は9月12日 に2人 の働 い てい た 〈バ イ エル ン製材 会 社〉 をつ き と

め、 それ がOCの 偽装 会社 であ るこ とを確認 した。 さ らに調 査の結 果、2人 の元上 司がOCの

軍事局長 キ リンガ・一一一で あ り、2人 は犯行後 、 キ リンガー と接 触 してパス ポー トを渡 され 国外

に逃 亡 した こ とも判 明 した(51)。バーデ ン州警 察 はただち にキ リンガー と製 材会社 の全職員 を

逮 捕 し、OCに 関す る包 括 的な資料 を押収す るこ とに成 功 した。 当局は押収 したOCの 規約 か

ら して 、組織 の指導部 が事件 に関与 してい る との確信 をもった。 こ うして 、OCの 存在 は世 間

の注視 す る ところ とな り、OCの 活動 は突然、 中断 を余儀iなくされ る ことに る。

オ ッフ ェンブル ク検 察庁 は1921年10月29日 、キ リンガー を殺 人幕助 、そ の ほか6名 の職 員

を刑 法128条 違反 の科で予審 を申請 した(52)。しか し、実行犯の2人 が逃 亡 したた め、検 察庁 は

事 実構成 要件 を証 明で きず 、また容 疑者全員 が 関与 を否定 した ため起訴 は断念 された。 ただ

ひ と りキ リンガー のみは殺 人常助 で起訴 された が、間接証拠 だ けに も とつ いて いた こ ともあ

り、1922年6月13日 にオ ッフェンブルクの陪審裁判所によって無罪判決を下 され釈放 され た(53も

この判決 は大 きなセ ンセー シ ョンを巻 き起 こ した。右翼 は"ド イツの墓掘 人"エ ル ツベル ガー

の抹 殺 とキ リンガー の釈 放 に快 哉 を叫び、 さ らにはエル ツベル ガー暗殺者 と 自称 す る連 中が

右 翼 の間 で 出没す るほ どであ った ㈹ 。一 方 、左 翼 は労働者 に よる大規 模 な抗議 デ モ を組 織

し、右 か らの政 治的暴 力の拡 大 に警鐘 を鳴 らす とともに、そ うした暗殺行 為 の背 後 関係 を解

明で きなか った検察 と裁判所 の無能 ぶ りを激 しく攻撃 した。

こ うした 緊張 した政 治的雰 囲気 のなか で、 キ リンガー の釈放 か ら1!日 後 の6月24日 に外相

ラーテナ ウが殺害 され る ことにな る。

この事件 は、い くつか の点でそれ 以前 の事件 とかな り様 相 を異 に してい る よ うに思 え る。

第一 に、 これ までの暗殺 は、11月 革命 や ヴェルサ イユ条約 と結 びつい ていた 、いわ ば過 去 の

要 人に対す るもので あったが、 ラーテナ ウは 当時 の共和 国 を代表 す る現 役 の政 治家 であ った
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こと。第 二に、以前 の事件 では実行犯 たちは身分不相応 の金 を所持 してい た ことか ら、OC本

部 の豊 富な資金援 助 に支 え られ てい た と考 え られ るが、 ラーテナ ウ暗殺 について は、犯行者

た ち 自身 に よって犯行計画 が練 られ 、資 金が工面 され た こ と(55)。 そ して最 後に、犯行 加担者

が ドイ ツ各地 に散 らばって いた ことで ある。た とえば、 実行 犯のエル ヴィン ・ケル ンは キー

ル 、ヘル マ ン ・フィ ッシャー はバ イエル ンの フ レーハ を拠 点 と して活 動 してお り、2人 が ど

の よ うに して接触 す る機 会 を もち、計画 を練 った かは確 認 され て いない。 ただ、 フラ ンクフ

ル トのOCメ ンバーで あったフ リー ドリヒ ・ヴィルヘル ム ・ハイ ンツの後 の記述 に よれ ば 、ラ

ーテ ナ ウ暗殺 の 中核 には国 民革命 的 な行動 主義者 の"フ ランク フル ト細 胞"が あ った とされ

てい る(56)。つ ま り、 フランク フル トのカール ・テ ィ レッセ ン、ハル トムー ト ・プ ラー ス、エ

ル ンス ト ・フォ ン ・ザー ロモ ン らを中心 として連絡 が とられ 、 これ にテ ヒ ョー 兄弟 が加 わっ

て犯行 につなが った とい うことであ る。 もちろん、犯行 の計画 と実行 にあた って 、OCの 組織

網 が十分 に活用 され た ことにまちがいはないが、"縦"の 関係 で はな く"横"の 、す なわち各地

の行動 主義者 グルー プ問のつ なが りが あった ことに、以 前の事件 との性格 の相 違が うかが わ

れ る。"挑 発理論"に 走 る彼 らに とって、 もはや"上"か らの命令 を必要 と しなかった 、あ るい

はOC指 導 部の直接 的 な関与 が なか った こ と も考 え られ る。 この こ とは、犯行 加担者 た ちが

OCだ けで な く、 〈ドイ ツ民族攻守 同盟〉を中心 に複数 の急進 右翼団体 に属 していた ことか らも

推 察 され る。[資 料](20～21頁)の 暗殺関係者 の所属か らして も、反 ユ ダヤ主義 的な大衆組 織

で ある 〈攻守 同盟〉と秘密 行動主義者の結社で あるOCメ ンバー の重 な り、あ るい は協 力関係 が

あ った ことは確 認で きよ う(57)。

それ では 、 こ うした行動 主義者 た ちの メン タ リテ ィは どの よ うな ものだ った ので あ ろ う

か。 上述のハイ ンツは、みずか らの経歴 を こ う語 ってい る(58)。

16歳 で近 衛狙撃兵 連 隊の志願 兵。18歳 で第46歩 兵連 隊の現役将 校。 ソンム、 フラ ン ド

ル 、戦 車戦、3.月 攻勢 、防御戦 、国境警備 、エールハル ト旅 団、 カ ップー揆 、オ ーバ

ー シュ レジエ ン、闇 国防軍。 ……負 傷4回 、重度戦傷 、拘禁6回 、前 科 な し。1925年

まで義勇軍 と国防団体の指導者。ル ール 闘争で破壊 工作部 隊指揮 官。

こ こには 、前線 世代 の典型 、そ して戦 後 に拠 りどころ を失 った傭 兵 の姿 が うかが われ る

が、[資 料]に み られ る よ うに、エル ツベル ガー 暗殺者、 シ ャイデ マ ン襲撃者 、 ラーテナ ウ暗

殺 関係 者 の多 くも、エー ルノ〉レト海 軍旅 団 、義 勇軍兵士 で、共 産主義者や ポー ラ ン ド反 乱者

と闘 った経験 があ る。年齢 は ほぼ20～30歳 、ほ とん どは高学歴 であ り、市民階級 に典型 的 な

家 庭 の 出身 者 が多数 を 占め るが、将軍 の子弟(テ ィ レ ッセ ン兄弟)や ギ ムナ ジ ウム学 生 もい

る。 ラーテナ ウは、エルツベルガー暗殺者 について次 の よ うに述 べた ことが ある(59)。

没 落 しっ っ ある、ま た没 落 して しまった 中間層 は 、われ われ の国家機 構 のなか の もっ

とも危険 な毒薬 で ある。 ……彼 らはみず か らの収入 では もはや 生活 で きず 、現実 に零

落 す る。 そ して彼 らには息子がい る。 彼 らは行 動す る右 翼急進 派 、反 動派 、そ してナ

シ ョナ リス トにな る。

彼 らはOCを 中心 に さま ざまな右翼 団体 に所属 して いるが、ナチ党や そのほかの右翼政 党 と

の 関係 は 明 らか にで きない。 後の裁判 で被告 たち の うち、テ ィ レ ッセ ン兄 とプラー スはナチ
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党 に、 ギュ ンター は国家 人民党 に所 属 していた と供述 して いるが 、テ ヒ ョー兄弟 とザー ロモ

ンは政 治政党 への所属 を否定 してい る(60)。この点 につい て フーバ ーは、犯行 者 グル ー プに と

くに顕 著 な傾 向 は、彼 らのいずれ も当時 の右 翼諸政 党 と近い 関係 になか った ことであ り、彼

らは例外 な く、独 自の国 民革命 派 の グルー プに属 していた と して いる(61)。逆 にヤ スパ ー は、

政党政治 的 には若干名 が国家 人民党 に近 く、ほか の もの はナチ党 を支持 していた とし、右翼

諸政 党 との関連 を指摘 している(62)。

いずれ に して も、OCの メンバー を一律 的に 国民社 会主義 の先駆 者、 あるいは信奉者 とみ な

す こ とには無理 が あろ う。 た とえば、 テ ヒ ョー 兄(ラ ーテナ ウ暗殺 の 自動車 運転 手)は ヨーゼ

フ ・ゲ ッベル ス と会 った とき、平手打 ち をく らわせ て こ う叫 んだ。"お まえた ちの よ うなけが

らわ しい連中のた めに、 ラーテナ ウを殺 害 したので はない"(63>。

闘い のなか で青春 を燃 焼 させ た彼 らは、敗 戦 と戦 後の混 乱の なかで何 か漠 然 とした 、新 し

い ものへ の衝動 に突 き動 か され 、崩壊 のカ オスの なかか ら新 しい秩 序が現 れ るもの と期待 し

た。 上述のテ ヒ ョー兄 はこ う述べ る(64>。

[彼 らは]新 しい ドイツへ の憧憬 に駆 り立 て られ て行動 した。 また彼 らは、 自分た ちが

新 しい ナ シ ョナ リズムの先駆者 、 草分 けにす ぎず 、また このナ シ ョナ リズ ムのた めに

道 を開 く決死隊 なのだ とい う意識 に満 ちて行動 した。

また、ザー ロモ ンに よる と(65)、

ドイ ツは病ん でいた。 われ われ は 、変化 の過 程 を肉体の 苦痛 の よ うに感 じた。 … …わ

れ われ はいっ も、犯罪行 為 がお こなわれ た ところに立 っていた。 われ われ は、 この行

為 に参加 した。 そ して、2っ の秩序 の間、す なわ ちわれ われが破壊 した古い秩序 と、

われ われ が助力 してつ く りあげた新 しい秩序 の問 に立た され たが 、 この一方 はわれ わ

れ の本質 にな じまなか った。 そのた め安 らぎ もな く、故郷 もな く、恐 るべ きカ の呪 わ

れ た担い手 にな らざるを えず、 罪へ の意識 に苛 まれ 、そ してその ため に追 放 され た の

で ある。

そ して さ らに、彼 らに とって 問題 だ ったのは 、みず か らの行動 の意 味や 目的 では な く、行

動 その もので あった(66)。

感 情 か らい って、 私 に とって は結 果 よ りも過 程 そ の もの の方 がは るか に重 要 で あ っ

た。 自己犠牲 の このた とえ よ うもない胱惚感 、 自己破壊。"地 球 を月 まで飛 ばす企 て の

壮大 さ"。す べてが まった くす ば ら しい思春期の幻覚 だった。

こ うした行 動主義者 の メンタ リテ ィは、現 実の暗殺行 為 にお け る"荒 っぽ さ"に も反映 され

て い る。 グンベル は右翼 に よる政治的 暗殺 の形 態 を分 析 してい るが、そ れ による と事故 死 と

され るもの184件 、拳銃 による乱射73件 、逃 亡 中に射殺45件 、いわ ゆる即決裁 判37件 、いわ ゆ

る正 当防衛9件 、拘禁 あ るい は移送 中の リンチ5件 、いわゆ る 自殺1件 、総計354と な る(67)。

ここには、共産 主義者 の制圧 に明 け暮 れた義勇 軍時代 の血 なま ぐさい伝 統 と、ニ ヒリステ ィ

ックで 暴力的 な衝動 がみ られ る。 連発拳 銃 と手 榴弾 で ラー テナ ウを爆 殺 した ケル ンは、 こ う

述 べ る(68)。

われ われ は頭や 心臓 では な く、手足 を撃 ち抜 く。 私 は、そ のまわ りにい る誰 よ りも偉
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大 な人 物 を撃 つつ も りだ。 … …この男 の血 は、永遠 に切 り離 さなけれ ばな らない もの

を、永久 に切 り離す ことにな ろ う。

ところで 、 ラーテ ナ ウはなぜ 殺害 され たので あろ うか。 ユ ダヤ人 のラーテナ ウは 、1922年

1月30日 に ヨー ゼ フ ・ヴィル ト内 閣(中 央党 ・社 会民主 党 ・民主党 の ヴァィマル連合)で 外 相

に就任 した。 その2週 間後 にははや くも、《ヴァイキン グ》に次の記 事が掲載 されてい る(69)。

ユ ダヤ人 ラーテ ナ ウの外相就任 は、政治的 グ ロテ スクの きわみで ある。彼 の外政活 動

は、 ドイ ツ国民 の利 益 に貢 献 しないであ ろ う。 ……われわれ はユ ダヤ人 の範 を打破 す

る。 …… われ われ は現 在 、ユ ダヤ人 問題 をわれ われ の 内治外 交 政策 す べ ての 重要 問

題、 中心点 と考 えている。

また前述 のよ うに、行動 主義者 たちは、反 ユ ダヤ 主義的な 〈攻 守同盟〉と結びつ き をもって

い る。 殺害計 画 がラーテナ ウに 向け られ た こ とは、た しかに共和 国初 期 に高揚 した反 ユ ダヤ

主義 の影響 では あった。 た とえば、ザー ロモ ンは"[当 時 の]ナ シ ョナルな運動 はニ ュア ンスの

差 こそ あれ 、す べて反 ユダヤ主義的で あった"と 記 してい る㈹ 。 こ うした ことか ら、殺 害関係

者 たちが反ユ ダヤ主義 的傾 向を もって いた ことは否 定で きない。だ がそれ を根拠 に、 ラーテ

ナ ウ暗殺 の主 た る動機 が反ユ ダヤ主義 であった とス トレー トに断定す るこ とに は注意 を要 す

るで あろ う。 ザー ロモ ンの記述 による と、"ラ ーテナ ウはユダヤ人 であったが ゆえに殺害 され

た"と 認 め る勇気 はない のか、 とたびた び質 問 された。 そのたび に、彼 は"ラ ーテナ ウはユ ダ

ヤ人で あ るか どうかにかかわ らず殺害 され たのだ"と 答 えた とい う(71)。後 述の よ うに、法 廷は
"狂 信 的な反ユ ダヤ主義"を 主動機 と して採用す ることになるが

、 ラー テナ ウ暗殺 の主動機 に

ついて は、なお問題 が残 る ところであろ う。 ク リューガー による と、 ラーテナ ウは"自 暴 自棄

的な暗殺行為 を挑発す るタイ プ"で あった(72)。

ラー テナ ウは、 ヴィル ヘル ム時代 を代表す る大実業 家で あ り、戦時 中に は勝利 の平和 の中

心人物 と して徹 底抗戦 を唱 えなが らカイザー の退位 に賛同 し、戦後 は東 西 に向 けて協 調政策

を促 進す る政治 家で あった。彼 は ヴェルサ イユ条約 の断固た る反 対者 で あったが 、条 約修 正

に向か う手段 として条約 の内容 を履行 す る とい う政策 を支持 した。 しか し、イ ギ リス とフラ

ンスが ソヴィエ トと正式 の協定 を結 び、 ドイツ を孤立 させ るのでは ないか と恐れ た彼 は、 ソ

ヴィエ トとの ラバ ロ条約(相 互賠償権 放棄)の 調 印 を決意 す るこ とにな った。右 翼急進 派 はす

でに、彼 をユ ダヤ人、敗 北主義者 と してマー ク して いたが、 いまで は彼 をボ リシェ ヴィキの

スパ イ に仕 立て あげていた(註101参 照)。彼 の こ うした矛盾 した 立場 と経歴 か ら して、彼 らに

とって ラーテナ ウは祖 国の裏 切 り者 で あ り、また憎悪す べ き履行 政策 の代表 格 で もあ った。

若 い行 動 主義者 たちの なかで、敵 と妥協 した政治家 に対す る憎 悪、 また行動 に よって しか 自

己の存在 を確 信 で きな い とい う無力感 と絶望感 が結び つ き、そ うした フラス トレー シ ョンが

暗殺 とい う行 為 で爆 発 したのか もしれ な い。 その意味 で フー バーが指 摘す る よ うに、彼 らの
"き わめて感 情 的な衝 動 に規定 され た複雑 な行動 をみ る と

、犯行動機 の核 心 は合理 的に理解 で

きない"㈹ のか もしれ ない。
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VI共 和国保護法 と国事裁判所

右翼急 進派 に よるたび重 な る暗殺行 為 を、 ライ ヒ政府 は漫然 と座 視 してい たわ けではな か

った。す で に1921年8月26日 のエ ル ツベ ルガー 暗殺 を契機 として 、 ヴィル ト政府 は 、大 統領

の非常権 限 を規 定 したライ ヒ憲 法第48条 に も とつ いて、共和 国 を保護 す るた めの例外法令 を

布 告 した こ とがあ った。 この布 告は 、ライ ヒ政府 の閣僚 に対 す る暴 力行為 、違法 行為 を挑 発

す る よ うな出版物 、集会 を一時 的 に禁止 す る と同時 に、結社 、政治 的示威 運動 に も同 じ措 置

を とる権 限を ライ ヒ内相 とその管轄官庁 に付与 す る とい う内容 であ った ㈲ 。 しか し、右 翼急

進派 の根城 で あったバイ エル ン州 の カー ル政府 は、 この法令 が州 の司法権 と警察権 を脅 かす

もので ある こと、 また一方 的に右翼 に対 してのみ 向け られ てい る法律 を"す べて の側 に"、 す

なわ ち憲 法に敵対 的 な右 翼 と左翼 の 団体 の双方 に対 して適用す べ き ことを主張 して、頑強 に

抵抗 した(75)。このた め結局 、法令 は 同年 の12月16日 に国会 での取 消要求 でい った ん失効 して

しま うとい う経 緯 があった ㈹ 。 バイエル ン政府 とライ ヒ政府 の この衝 突 は、 ラー テナ ウ暗殺

後 に再発す る ことにな る。

ラーテ ナ ウが暗殺 され た1922年6,月24日 の午後5時 、 首相 ヴィル トは急遽、 ライ ヒ閣議 を

召集 し、 司法相 グス タフ ・ラー トブル フ(社 会民 主党:法 哲学者)が 、共 和国保護 のた めに予

定 され て いる法令 の内容 を詳細 に報告 した(77)。首相 ヴィル トは さ らに同 日付 で、共和 国に 向

け られ た攻撃 に断固た る措置 を とる旨、国民 に向けて声 明を発 した(78)。

・ラー テナ ウの殺 害 は、共和 国 に対 して入念 に準備 され た一連 の襲 撃 の一部 にす ぎ

ない。 まず 共和 国の指導者 た ちが、それ か ら共 和 国その ものが倒 れ る こ とにな る。 そ

うした犯罪 的 な襲 撃 に対 して共和 国 を防衛す るた めに、断 固た る処 置 を とらね ばな ら

な い。 ナ シ ョナル な考 えを隠れみ の としてい るテ ロ とニ ヒ リズム の蔓延 を、 もはや 容

赦 す るこ とはで きない。 共和 国は危機 にあ る。 自由 と民主的 な国家 の建 設 のた めに働

くすべて の住民層 は、連 帯 し団結 しな けれ ばな らない。 ……

翌25日 の午前 、 ライ ヒ閣議 は午後 に開 かれ る国会本 会議 での法案 説 明に関 して協議 した。

ラー トブル フは、法案 が右 と左 の いずれ に向 け られ るの か とい う国会で の質問 を予測 して、

共和国 に対す る攻撃 のみ が該 当す る こと、具 体的 には 目下の ところ右翼急進 主義 が問題 にな

る こ とを説 明 した。 この説 明に一部 の閣僚 か ら不 同意が あったが 、首相 ヴィル トは全面 的に

ラー トブル フに与 した(79)。

同 日午後 の本会議 で、 ラー トブル フは次の よ うに法案 を説 明 した(80)。

ライ ヒ大統領令 は、右 翼急進 派の違 法行為 と示威 運動 に よって誘 発 された 苦境 か ら生

じた もので ある。何 であれ動機 は 、左 翼急進 派 の不法行 為 に対す る懸念 か ら生 じたの

で はない。 これ ま でまっ た く生 じていな い左 翼急進 派 の不法行 為 も同様 に対 象 とす る

法令 は、す でに生 じてい る公共 秩序 の著 しい障害 に対抗 す るライ ヒ憲法48条 の精神 と

一致 しない であ ろ う
。 この大統 領令 は、 た しか に右 翼急進 主義 に対 して向 け られ ては

い るが、今後 、左翼 に対 して も適用 され るので はないか とい う労働者層 の危惧 は 、ま

った く根 拠 のない もので ある。"共 和主 義的 な国家形態 に反す る暴力行 為'7と い う定式
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は、右翼 急進派 の暴力行 為が意 味 され てい るこ とを明 らかにす るため に、詳細 な検討

の後 に採 用 されたので ある。

っ つい て演壇 に立 った 首相 ヴィル トは 、殺 害 され た外 務大 臣に深 い哀 悼の意 を表 明 し、 そ

の演説 を次の よ うに締 め くくった(81)。

[右 に向か って]そ こに敵が いる。 そ の敵 が国民 の傷 口に毒 をた らし込み つつ ある。敵

はそ こにい る。 疑い もな く、敵は右 にい る。

こ うした発言 には 、ラーテナ ウ暗殺が ラーテナ ウ個 人 とそ の政策 に対 す る犯行者 た ちの個

人 的 な行 動で はな く、共 和国そ の もの に対す る右翼急進 派 の憎 悪 と活動 の高 ま りの所産 で あ

る との認識 があ る。 また、 また2人 の発言 は、共和 国保 護法 が共和 国に敵対的 な右翼 に対 し

てのみ 向け られ るもので あるこ とを確認す る もので もあった。 当然 の ことなが ら、 この"右 に

対 してのみ"と い う立場 には"一 面的"と い う異論があった。 た とえば、人民党議員 のルー ドル

フ ・ハ イ ンツ ェは、 法 の前で の平等 とい う憲 法 の条文 か ら して、共 和 国保護 のた めの措 置

は、右翼 と左翼 の憲法 の敵 に同等 に適用 されねばな らない と主張 した(82)。

参議院 ではバ イエル ンとヴュルテンベル クが、法案の"共 和主義的 な国家形態"を"憲 法 にの

っ とった国家形態"と 変更す る動議 を提 出 したが、参議院多数派 はこれ を修正 して、最終 的に

"憲 法 にの
っ とった共和 主義 的な国家 形態"と い う妥協的な定式 を採 用 した(48対13で 可決:7

月4日)(83)。

国会では激 しい論争 の後 、1922年7月18日 、参議 院の決議 に若 干の修正("憲 法 にの っ とっ

て 定め られ た、共和 主義的 な国家 形態")を 加 えて 、5年 の時 限立法 として共和 国保護 法 を賛

成303票 、反 対102票 、棄権4票 に よって 憲 法 改正 に必 要 な3分 の2の 多数 を獲 得 して

可決 した(84)。この法 は、その存在 、構成 、 目的 を共 和国政府 に隠 し、 メ ンバー が上 司に

無条件 的服従 を誓約す る結社 を対象 とした。 また、閣僚 暗殺者 に対す る厳 罰(死 刑 お よび長期

刑)を もって、共和 国に敵対 的な結社 に対抗す るものだ った(第1～6条)(85)。

しか し、バイエル ン州の抵抗 は終わ らなか った。 バイエル ン州 の首相 フー ゴ ・フォ ン ・レ

ル フェ ンフェル トは、同州 での共和国保護 法 の施行 を一時 的に停 止 し、そ のかわ りに 一共 和国

の保護"で はな く"共 和 国の憲 法 を保護す るた めの"独 自の州令 を7月24日 に発令 した(86)。こ

れ に対 して大 統領 フ リー ドリヒ ・エ ーベル トが調停 にの りだ し、8月11日 に"ベ ル リン議 定

書"が 調 印 された(87)。これ によ り、バイエル ンは8月24日 に州令 を撤 回 してバイエル ンでの共

和 国保護法 の施行 に同意 し、一方 ライ ヒ政府 はバ イエル ンの要求 の一部 を認 める こ とにな っ

た(88)。

こ うして保護法 は本来 、右 か らの政 治的暗殺 との 関連 で成立 した もので あったが 、 ヴィル

トや ラー トブル フの意図 に反 し、結果 的に は共和 国 に敵 対的 な団体一般 に適用 され る こ とに

なった。 この結果 、保護法 の重要 な意図、す なわ ち右翼 へ の突 撃方 向は完全 に失 われ て しま

った。 このた め現 実 には、 どの よ うな団体 が共 和国 に敵対的 であ る と判 断 され るか は、民 主

主 義 に反感 を もち、右 翼 に共鳴 す る帝政 派 の多か った司法 の判 断 に委 ね られ る こ とにな っ

た。

ラー トブル クは、右翼 に対す る一面的な戦線 設定の挫折 をこ う回想 している(89)。
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共和 国保 護法 は、"憲 法に のっ とって定め られ た 、共 和主義 的な 国家形態 に"と い う定

式 を採 用す るこ とに よって、右翼急進 主 義 と左翼 急進 主義 の双 方 に対す る二重 の戦線

設 定に力点 を置 き、後 に は主 と して左翼急 進主義 に対 して 向け られ るよ うに なった。

この こ とは、私 の当時 の見解 の正 しさを証明す るものである。

共和国保護法 は、共和国 を保護す るための"国 事裁判 所"(S七aatsgerichtshof)を 新設 した。

これ は最 高裁判 所 に付設 され 、特別 法廷 として政治 的暴 力だ けでな く、共和 国に敵対 的な扇

動行為 も処罰 の対象 とす る もので あった。 国事裁判 所 は第 一法務 部 と南 ドイ ツ法務部 の2部

で構成 され た。 そ の理 由 は上述 の ライ ヒとバイエル ンの交渉 のなかで 、バイエル ンが独 自の

州法務部 の設置 を要 求 していた こ とに ある。 この要求 はベ ル リン議 定書 で の妥協 で 、南 ドイ

ツ法務部(バ イエル ン、 ヴュルテ ンベ ル ク、バーデ ン、ヘ ッセ ンでの事件 に権 限 を もった)を

設置す るこ とで決着 した。 両法務部 は、3名 の最 高裁 判事 と大統 領 の任命 す る6名 の素 人陪

席判事 裁判 官 の資格 を もつ必要 はな かった に よって構 成 され た。 ただ し、南 ドイ ツ

法務部 の素人 陪席判事 の選任 には、南 ドイツ諸州政府 の 了解 が必要 とされ た(go)。このため、

南 ドイ ツ諸 州 は、保 守 的 な高級 官僚 、企 業 家 、退職 した高級 判 事 を陪席 判事 と して選 任 し

た。 一方 、司法相 ラー トブル フは、帝政 派の裁判 官が多数 を占め る当時の 司法 の なかにあ っ

て 、裁判 の公正化 を確 保す るために共和 国支 持派、 あるいは労働 者階級 を代 表す る政治 家(社

会 民主党 、独 立社 会民主党、民主党)を 登用 した(9D。

上記 の こ とか ら して、OC関 係 の事件 の うち、 シャイデ マン襲撃事件(カ ッセル)と ラーテナ

ウ暗殺事件(ベ ル リン)は 国事裁判 所 の第 一法務部 の管轄 とな ったが、バ イエル ン を拠点 に活

動 していた秘密 結社OCの 訴訟 に関 して は、南 ドイ ツ法務部 の担 当 となった。 なお 、国事 裁判

所 での起 訴 を担 当す るのは最高裁 検察庁 で あ り、原告代 表 は検 事総長 がつ とめ るこ とにな っ

た。

V皿 ラーテナ ウ裁判 ・OC裁 判 ・チ ェカ裁判

① ラー テナ ウ裁判

1922年10月3日 、国事裁判 所(ラ イ プツ ィ ヒ)は 、死 亡 した実行犯 の2人 を除 き、 ラーテ ナ

ウ暗殺 の犯 人 と関係 者 の公 判 を開始 した。 この事件 は共和 国保 護法 が効力 をもつ 前 に生 じて

い たが、 同法 で規定 されていた遡及 的権 限(第13条4項)が 適用 され た(92)。

この公 判へ の世論 の関心 はきわ めて高 く、700人 を収容 で きる法廷 は、公判初 日に30分 で満

席 にな った とい われ る。 世論 は、国事裁 判所 が右 に傾 いた 司法 の公 正 さを回復 し、共和 国憲

法 の精神 にのっ とって犯人 たち を裁 くであろ うと期待 した。 その関心 は具体 的には、"ラ ーテ

ナ ウ殺 害 が何 人 かの 未熟 な若 者 の犯行 に す ぎな いの か、 それ ともエ ル ツベル ガ ー 、ガ ライ

ス、 シャイデ マ ン、ハル デ ン、そ のほかの暴力 行為 に関 して嫌疑 のかか ってい る殺人組織 の

行 為で あったのか"(ベ ル リン 日刊紙)に 集 中 した(93)。

弁 護側 は公判 の 冒頭 、第一 法務 部 の3名 の素人 陪席 判 事 が政 党 の代表 で あ る こ とを理 由

に 、裁 判官 と しての資格 を満 た さない と主張 して 忌避 申 し立て をお こない 、法 廷は は じめか
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ら波瀾含み となった(94)。さらに弁護側 は、暗殺者 が孤立 した単独犯 であっ て、ケル ン とフィ

ツシ ヤー の逃 亡は無計 画で 、非組 織 的であ った との立場 を主張 し、 とりわ け射殺 され たケル

ンに首謀 犯 として の責任 を負 わせ る戦術 を とった(95)。

原 告代表ル ー トヴィ ヒ ・エーベルマイ ヤー は、"実 際 の ところ実行 犯た ちの背後 に犯行 を教

唆 し、焚 きつ けた何 らか の組織や 団体が あった可能性 はあ る〃としなが らも、それ は現在 の と

ころ証明 されていないので あるから、"私 はそれを採用す るつ もりはない"と の見解 を示 した(96)。

検 察 は13名 の被告 に対 して きわめて厳 しい求刑 をお こなったが一一 テ ヒ ョー は共 同正犯 の科

で死刑 の求刑 、犯罪 の政治的意 図 と背 景の解 明には立 ち入 らず 、被 告 たちの主動機 と し

て"ユ ダヤ人 ラーテナ ウに対す る盲 目的敵意"を 採用 した 働 。

裁 判所 も検察 とほぼ同様 の立場 か ら、ケル ン とフ ィッシャー がOCに 所 属 している こ とに関

して何 も立証 できない とし、OCと の関連 を証拠不十分 として考慮 の外 にお いた(98)。こ うして

裁 判所 は、被告 た ちの場合 、個人 的 な行動 主義 と殺 害プ ログ ラム が結 びつ き個 人 的犯行者 と

して行動 した とい う出発点 に立ち、OC本 部 をすべ ての共 同責任か ら除外す る とい う方 向に向

かった。た とえば、政治 的動機 に関 して裁 判所 は、"犯 行 は政治的 な犯罪 で はな く、一般的 な

もので ある。反ユ ダヤ主義 は政 治的な信 条ではない"と の判 断 を示 している(99)。さ らに裁判 所

は、テ ヒ ョー に関 しては共 同正犯 では な く、殺 人幣助 を採用 して最高刑 の重懲 役15年 に減刑

し(100)、ほかの被 告 はほぼ求刑 通 りとした[資 料参照]。

判 決骨子 にはつ ぎの よ うにある(101)。

殺 害 の動機 は大部分 、狂信 的 な反 ユ ダヤ主 義に求 め られ る。殺 害 が組織 的 な殺 人団 体

の陰謀 に よ り、以前 か ら引 き継 がれた服従 義務 に したが ってお こなわれ 、そ の さい 共

同正犯 あ るいは幕助者 が決 め られ た役割 を果 た した とい う推 定 は却下 され る。 た しか

に、 ラーテナ ウ暗殺 を駆 り立 てた、そ の よ うな組織 が存在 した可 能性 はあ る。 しか し

なが ら、そ うした可能性 は なお証 明 され てい ない ので あるか ら、本 法廷 は、殺 害計 画

がケル ンとフ ィソシャー の頭 のなかで生 じた とい うこ とを出発 点 と しなけれ ばな らな

い。殺 害がお こなわれ た こと、殺 人が完全 に熟慮 の うえで実行 された こと、 そ して 関

係者 全員 が この犯行の意味 を理解 していた ことについては何 ら疑問 はあ りえない。

こ うして国事裁判 所は不確 実 な状況 証拠 を指摘 して 、暗殺 を個 別 の犯 行 として孤 立 させ 、

組織 的犯罪 の可能性 を曖味 なまま放置 した。 このラー テナ ウ裁 判で 、暗殺 事件 とOCと の関連

が解 明 され なかった こ とは、当然の ことなが ら1924年10月 のOC裁 判 に も影響 を与 える ことに

なる。

②OC裁 判1

秘密結 社OCに 対 す る裁判 は、バイ エル ン州 当局 のサ ボタ ージ ュが あ った とも考 え られ る

が 、1924年10月22日 に なって よ うや く公判 の運 び とな った。世 論 ではや は り、OCの 政 治 的

テ ロの責任 が立証 され る最 後のチ ャ ンス と期待 され ていた。被 告席 には、 エールハル トを除

き(102)、OCの 指導者(キ リンガー 、ホ フマ ン、カ ウター 、 ミュ・ラー)を は じめ と して、24名 が

座 った。

被告 ・弁護側 は、OCの 主要 な 目的はオーバー シュ レジエ ンの防衛で あ り、暴力 に よる政府
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の打倒 は組織 の計画にはない こ とを主張 した。

原 告代表 は 、被 告人た ちは共和 国 を愛す る理 由を もってい ないが 、彼 らは祖 国に奉仕 した

の であ るか ら、称 賛 され るこ とはあって も非難 され る理 由はない と強調 した。OCの 憲法 に対

す る闘争 は"す ぐれ て適切 な方法 で"あ り、合 法的 な手段で その内政的 目的 を達成 しよ うと し

た 、 と。 また、OCの 目的が指導 的政 治家 を殺害す るこ とで あった とい う証拠 は まった くなか

ったが、 しか し、OCが 内政的 目的を もってお り、それ を政府 に秘密 に した ことは、法律 的 に

み て刑法 第128条 違反 であ る との見解 を示 した(lo3)。さ らに原告側 は、OCが1921年 秋 にす で に

解 散 してい る こ とか ら して、共和 国保 護法 は適用 され ない こ とを主張 し、裁 判長 は これ に 同

意 した。

この公判 で注 目すべ き ことは、被告 ホ フマ ンが"祖 国の利 益のた めに世論 には訴 えてはな ら

な いよ うな問題 を説 明 しな けれ ばな らない"こ とを理 由に、審理の もっ とも重要 な部分 であ る
"OCの 真 の活動"に つ いての議論 を非公 開でお こな うよ う要請 した こ とであ る

。 さ らに弁護 団

は 、外 政的 な紛糾 を解 き放 っ可能性 の あるOCと 政府 の関係 を暴露す る と威 嚇 した(104)。原 告

側 が非公 開に同意 したため、裁 判長 も圧力 に屈 した。

検 察 と裁判 所 の こ うした妥 協的 な態 度一 判 決 をみ る と"豹 変"と もい え る の背 後 に

は 、国防軍 とOCの 密 接 な関係 が あった と思われ る。OCの 真 の意 図が公表 され れ ば、国防 軍

の秘密 再軍備 が暴 露 され る と ともに、外政 的 な紛糾 を解 き放 つ恐れ もあった。 したが って 、

政治 的に判断すれ ば、祖 国の ためには、OCの 犯行 を徹底的 に糾 明す るよ りも、寛 大かっ慎重

に処理 す る こ とのほ うが重 要で あった にちがい ない(105>。OC公 半1」が延 引 され 、 フラ ンス軍 の

ルール 占領 中 に開始 され なか った ことは、司法が この裁判 の もつ危 険 さを十分 に認識 してい

たか らで もあろ う。

こ うして 、OC訴 訟 では共 和国保護 法は適 用 されず 、刑 法 第128条 に も とつ く求刑 、お よび

判 決 とな った。 検察側 は指 導者4名 に1～2か 月 の軽懲役 、9名 に軽微 な処罰 、残 り11名 の

被 告 に無罪 を求 めた。裁 半1」長 は さす が にこの求刑 に不満 を示 し、指 導者4名 の刑 量 を3～8

か,月と し、6名 に無罪判決 を下 した(le6)。判 決骨子 は以下 のよ うである(lo7)。

OCは 、議 会主義 、社会 民主主義 、ユダヤ主義 に対す る激 しい戦闘的立場 を とお して 、

内政 的に過激 な活動 をお こな った。 オ ッフ ェンブル ク検 察庁 が国務大 臣エル ツベル ガ

ーの暗殺 の解 明に着手 した とき、OCは 粉砕 され た。 そ の さい、エル ツベル ガー殺害者

の シュル ツ とテ ィ レッセ ンの2人 が、被 告 フォ ン ・キ リンガーの指導 の もとにOCのB

局で活動 していた こ とは確認 され てい る。 ま た、A局 とC局 は、被告 ホ フマ ンとカ ウ

ター に指 導 されてい た。刑 量の理 由 と して は、OCが 国事犯 に相 当す る計画 を追求 して

い なかった こと、 も しくはOCが 殺人本 部で あった ことが立証 されな い ことが挙 げ られ

る。 これ に対 して法 廷は、精神 的 にす ぐれ た被告 た ちが、 自分 た ちの行 為 が どの よ う

な結 果 を もた らす に ちがい ないか を掛酌 しなか った こ とを非難す る もので あ る。 殺 人

本 部 とい う非難 に根 拠が ない に して も、エ ル ツベ ル ガー殺 害者 た ちが育 ちえた よ うな

雰 囲気 をつ く りあげた ことは確 実であ る。

③ チェカ裁判
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最後 に、右翼 急進派 に対す る裁判 と著 しい対 照をなす"チ ェカ"裁 判 について簡 単 に触れ て

お きたい。1923年 の秋 、非合法化 され た共産党 は、プ ロ レタ リア革命 の準備 の ための"扇 動"

として、特別 グルー プの"チ ェカ"を 組織 し、党に とって危 険な著名人 を殺 害す る ことをその

任務 と した。"チ ェカ"の 活 動は、漠然 とした準備 以上の ものではな く、また実行 に移 され る

こ ともなか った が、1925年2月 か ら4月 にか けて国事裁判所 の審理 の対象 とな り、被 告16名

の うち死刑3名 、重懲役7名 、軽懲役6名 とい う判決 が下 された(108)。

この裁 判 は、共和国保護 法が左 翼に対 してのみ厳格 に適 用 され るこ とにな る とい うラー ト

ブル フの言葉のみ な らず、司法の非党派性に対 す る強い疑念 を裏づ け るもので もあ ろ う。

おわ りに

1922年6月 の ラーテナ ウ暗殺 は、OCの 一連の暗殺行為 の頂 点で ある と同時に、そ の終結 を

意味す るもので もあった。

OCは 、エルツベルガー暗殺 に よ りその存在が発覚 して以後 、愛国的思想 を養 うた めの非政

治的団体 として、合法的 な 〈新 ドイ ツ同盟Neudeu七scherBund>(22年4.月 結成1指 導者ホ フ

マ ン)、 さ らに 〈ヴァイ キング同盟Wikingbund>(23年5月 結 成:指 導者 カ ウター)と して再

編 され る ことにな る。 しか し、イ ンフ レの収束(23年11月)、 ルール 闘争 の終結(24年8A)に よ

り、内外 ともに共和 国の安定期 が到来す る と、少数 のエ リー ト集 団 によ る政府 転覆 の時代 も

過 ぎ去 り、OCの 後継組織 も存在理 由を失 って政治的役割 を果 たす こともなか った。

司法は共 和国保護 法の本来 の精神 とは裏腹 に、右 と左 か らの共和国 への攻撃 を峻別 した。

こ う した 区別 の背後 には、 国防政策 と対外 政策へ の考慮 が あったのか も しれ ない。 あ るい は

司法 は、 チ ェカ裁判 に うか がわれ るよ うに共産主義 の脅威 を過 大 に評価 し、 それ を撲 滅す る

にあたって、OCを ふ くめた右 翼団体の存在 を黙視 しよ うと したのか も しれ ない。 いず れ に し

て も、司法 の非 政治的立場 、ない しは"中 道主義"(JusteMillieu)に は問題 が残 る。 と りわけ

この点 に関 しては、司法 の政治 的、社会的 同質性の問題に検 討 を加 える必要 があろ う。

[資料]エ ル ツベル ガー暗殺(1921年8月26日)実 行犯

シャイデマ ン襲撃(1922年6月4日)実 行犯
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ラーテナ ウ暗殺(1922年6月24日)関 係者

E.ケ ル ン(実 行犯)26逃 亡 中に射殺 退 役 海 軍 中尉 旅 団OC攻

守

H.フ ィ ッシャー(実 行犯)26逃 亡 中に 自殺 予 備 少 尉 旅 団 義 勇 軍OC

攻守

E.W.テ ヒ ョー(車 運転手)21殺 人常助:重 懲役15年 元海 軍 生徒 義勇 軍 旅 団 べ

*求 刑 は死刑(共 同正犯)ル リン工科 大学 学生OC攻

守

H.G.テ ヒ ョー16殺 人常助 ・事後従犯:ギ ムナ ジ ウム生徒OC

軽懲役4年1か 月

W.ギ ュンター27殺 人轍助 ・事後従犯:脱 走兵 法学 生 攻 守 国家人

重懲 役8年 民党

E.v.ザ ー ロモ ン20殺 人幕助:重 懲役5年 プ ロイセ ン将校 の息子 幼年

学校 出身 義勇軍OC

W.ニ ー ドリク22殺 人幕助 ・重懲役5年OC(?)

R.シ ュッ ト 事後従犯:軽 懲役2か 月 ガ レー ジ所有者

F.デ ィー シュテル 事後従犯:軽 懲役2かEガ レー ジ所有者

K.テ ィ レッセ ン3!公 共秩序違反:軽 懲役3年 父 はプ ロイセ ン将軍 兄 は提

督 弟 はエル ツベル ガー 暗殺

者 退 役 海 軍 大尉 旅 団OC

攻守 ナチ党

H.プ ラー ス23公 共秩序違 反:軽 懲役2年 元志願 兵 旅団少尉 ナチ党

C.イ ルゼ マ ン21殺 人翻助 ・事後従犯:無 罪 退役 少尉 攻守

G.シ ュタインベ ック 殺人 幕助:無 罪

F.ヴ ァルネ ッケ 殺人常助:無 罪OC

W.フ ォス 公共秩序違反:無 罪

J.キ ュ ッヒェンマ イスター 逃 亡 フライブル ク実業家 攻守

G.プ ラン ト 逃 亡 医学生

*年 齢 は犯行 当時

*旅 団は 〈エールハル ト旅団〉、攻守 は 〈ドイツ民族攻守 同盟〉

*Huber,DeutscheVerfassungsgθsehiehte,Bd.,7,S.208u.S.251-253.Brammer,oρ.

eit.,passim.Sabrow,op.cit.,passim.Jasper,DθrSehutzderReρub7ik,passim.よ り作

成。
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